
 
運営推進会議議事録 

 
平成 31 年 2 月 14 日（木） 

10 時～11 時 
小さなデイサービス緑ヶ岡ホーム 

 
司 会 川村桂恵（小さなデイサービス緑ケ岡ホーム管理者） 
書 記 松下龍一（事務職員） 
参加者 宮田貴大 様（東部北地域包括支援センター） 
    今野正廣 様（民生委員） 
    平畑豊作 様（町内会事務局長） 
    中嶋義範 様（元 8 班会長） 

今野文子 様（地域住民・ボランティア） 
工藤チエ子 様（地域住民） 
吉田愛子 様（ご利用者様） 
黒田禧久江 様（ご利用者様） 
氏家節子 （機能訓練員・看護師） 

 
 
1 運営推進会議について 
 ・運営推進会議とは～利用者や利用者の家族、市町村職員、包括支援センター、地域住

民の代表者に提供しているサービス内容等を明らかにすることにより、事業所による利用

者の抱え込みを防止し、評価される事でサービスの質の確保を図ることを目的として設置

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 運営報告事業 
 （１）H30.8 月～H31.1 月のサービス利用状況 
 介護度別利用状況 
  介護度 8月 9月 10月 11月 12月 31年1月 

要支援  1 1名 1名 1名 2名 2名  3名 

要支援  2 1名 1名 0名 0名 0名 0名 

要介護 1 13名 13名 11名 10名 11名 11名 

要介護 2 10名 10名 9名 12名   11名  11名 

要介護 3 6名 7名 5名 6名 6名 5名 

要介護 4 2名 2名 2名 2名 2名 3名 

要介護 5 2名 2名 2名 2名 2名 1名 

計 35名 36名 30名 34名 34名 34名 

 
  川村 － 10 月は、他の施設へ入居された方がいたので、利用者数が減っています。 
 
 （２）サービス内容・行事等 
《サービス内容》  
平成 29 年 7 月より看護師、機能訓練指導員 2 名配置により火曜日、木曜日、金曜日に機能

訓練Ⅱを実施しています。 
平成 30 年より週 4 回実施   
                                      
《行事等》  

8 月：七夕祭り＝織姫になって・写真撮影（ドレス・髪飾り・ブーケ） 
桜 祐二さん・美香さん「健康カラオケ」10 時～11 時              
花園町内会夏祭り 11 時～ 

  指相撲大会（町内会さんより長テーブル 1 台貸して頂く）  
      運営推進会議 11 名参加 
      桜 祐二さん・美香さん「健康カラオケ」10 時～11 時 

9 月：ハロウィン工作・リース作り 
  トイレットペーパーの芯で作る黒猫 
  折り紙・落ち葉（もみじ・イチョウ） 
  敬老の日祝い・ゲーム・ロールケーキで茶話会 
  まこと保育園交流会・芋掘り 
10 月：花園町内会館にてカラオケレク 



   短期集中予防事業 
   秋のミニ運動会 
   桜 祐二さん・美香さん「健康カラオケ」11 日・16 日・29 日 
   ハロウィン・卓上ホッケーゲーム・輪投げゲーム 
   忘年会用飾り花作り 
   調理・コロッケ作り 
11 月：日本舞踊 
   調理レク・いなり寿司作り 
   添え花作り 
   短期集中予防事業 
   ボトルキャップで作るスノーマン・クリスマスオーナメント・リース作り 
   桜 祐二さん・美香さん「健康カラオケ」 
   花園町内会館にてカラオケレク 
12 月：ポインセチアのリース作り 
   まこと大忘年会 
   桜 祐二さん・美香さん「健康カラオケ」クリスマスバージョン・お誕生会

参加。 
   短期集中予防事業 
   クリスマス会                           

       

―お知らせ― 
＊2 月 19 日(火)～28 日(木)  「大地みらい信用金庫釧路東支店内：まこと作品展開催」 
＊2 月 25 日（月）10 時～11 時 「桜 祐二さん・美香さん：健康カラオケ」 

         
3  平成 30 年 8 月～12 月事故報告について                   

    8月   9月   10月   11月   12月    計 18件 

アクシデント 0件 0件 0件 4件 1件 5件   

インシデント 3件 1件 3件 1件 3件 11件   

ヒヤリハット 0件 1件 1件 0件 0件 2件   

 
アクシデント：5 件 11 月：交通事故（3 件）＝確認不足により後方車に追突（2 名同乗） 
         内訳：交通事故（1）ご利用者様（A）より胸部と後頭部に痛みの訴え

有り市立病院受診。軽い打ち身にて帰宅。行政に報告。 
           ：交通事故（2）ご利用者様（N）特変なく経過 
           ：交通事故（3）相手車の前方バンパー損傷（修理）相手の方は、



特変なく経過。 
           ：食前薬内服介助忘れ＝行政に報告 
                    12 月：爪切りによる切り傷  
インシデント：11 件 8 月：接触による皮下出血 
                       ：点眼介助忘れ 
            ：体温未測定のまま入浴実施  
          9 月：送迎表に名前の記載漏れによる遅れ 
         10 月：私物（帽子）の返し忘れ（家族より連絡あり） 
            ：落下物（洗濯竿）による頭部打撲 

  ：送迎車より利用者の単独降車 
11 月：血圧再検未測定にて入浴実施 
12 月：入浴表名簿に記載もれによる未入浴         
  ：転倒（介助中に離れたことが原因）                   

：事業所車（アトレ）障害物（雪山）に接触、塗装剥がれ                                        

ヒヤリハット：2 件 9 月：送迎表に名前の重複（2 回の送迎となる）           
10 月：私物（傘）の返し忘れ  

           
4 機能訓練実施について     30 年度より週 4 回実施 1 日平均 （約 3～3.5 名） 
                        氏家 節子：機能訓練士・看護師 
 〇 使用しているマシンの紹介 
 〇 高齢者に、現状を維持する事を目的に行っている。 
〇 片麻痺のご利用者様への対応 

  ・片手でもできる物作り。おもちゃの機織り機で織物を織っている。名前も書けるよ

うになり、自身を取り戻し、色々な話をしたり、笑顔が見られるようになった。ま

た、織物や字を書くことに意欲が出て来た。 
〇 盲目のご利用者様への対応 

  ・手探りでも織れるような織機を手作りで用意した。少しづつ慣れてきて、意欲的に

制作に取り組んでいる。 
 〇 日常の生活面での支援 
  ・食器洗い、食器拭き、選択物干し・たたみ等で手伝って頂いている。 
 
5 介護保険・施設を利用したいときの手続きについて・疑問に思っていること （3） 
                        東部北包括支援センター：宮田様 
 
今野 様 － 見回りをしている。一人暮らしが多く、施設に入りたいという要望を持っ

（民生委員） ている。包括や施設に聞くと、２~３年待ちで入れないという。介護保険     



は、何のために払っているのかと思う。施設を増やさない限り解決しない

と思う。 
宮田 様 － 介護保険が使える施設は、要介護３以上でないと申し込めないし、希望者

が多く、中々は入れない。民間の介護付き施設は増えている。介護職員が

不足しているので、これ以上受け付けられない状況。 
       一人暮らしの場合、介護を家族がサポート出来ない時、手を貸してくれる

家族がいないと、施設の方で渋る。手がかからなく、安定して収入のある

人を選ぶ傾向にある。本当に必要な人が中々は入れない。 
中嶋 様 － 家族がいる人はいいけど。 
今野 様 － 料金が収入により変わってくる。どのくらいかかるのか。 
（ボランティア） 

宮田 様 － だいたい１０万円程度。部屋代１０万＋介護費用＋医療費で１４~１５万円

見ておいた方が良い。 
今野 様 － 介護保険を払っているのに、その他にいくらかかるのか。 
（ボランティア） 

宮田 様 － サービスに対して１割負担する。（１～３割支払う） 
今野 様 － 夫婦二人の場合は、利用するのが難しい。職員は介護報酬が低く、仕事が

（民生委員） きついので辞めていく。低額で利用できるようにしなければならない。 
       年金は下げられるし、介護保険料は上げられる。 
今野 様 － ある施設で、入る時に２００万円払い、毎月いくらと話している。１９人 
（ボランティア） 中５人しか入っていない。自分の家が有ってもはいれる。 

宮田 様 － グループリビング（下宿）で、介護サービスは付いていない。 
       自宅介護は、家族の負担が大変。訪問介護は、要介護 2 から使える（1 日 1

回）。介護用具なども必要になる。 
 
６ 包括センターから（「ひょうたん通信」の配布） 
宮田 様 － 国の政策として、地域で暮らしましょうということで包括が担当すること

になった。個人情報が厳しくなっているし、どのように暮らしていくのか、

いけるのか。足りない物、必要なものを話し合う場が必要である。 
 
今野 様 － 包括センターの地域区分について。 
（ボランティア） 
宮田 様 － 釧路市内の地域区分・担当包括センターについて説明。 
中嶋 様 － 歩けるうちはいいけど、歩けなくなったら大変だ。 
今野 様 － 歩けなくなったら、医師の診断を得て、手続すれば要介護になれる。 
（民生委員）                                    



  川村 － 介護予防にもつながる。うちも、口腔ケアの方で協力させて頂いている。 
       何かありましたら、何時でも当施設か包括にご相談ください。 
 
７ 事業所移転について              緑ヶ岡ホーム管理者：川村 桂恵 
 ・今年 4 月から、緑ヶ岡 2 丁目に移転することになります。移転時期については、具体

的になり次第ご案内させて頂きます。それまでは、この場所で営業しております。 
また、移転しても、この町内会様との交流は続けさせて頂きたいと思っておりますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 
 
8 その他 
  
今野 様 － 少子化が進み、地域で見ることが出来ない状況。現場では困っている。 
（民生委員）                                                              
宮田 様 － 地域包括支援センターが出来て約 10 年。制度は変わっていますが、大きく 

は変わっていない。施設も２～３しかない。地域の実情に応じたものを考 
えていかなければならない。 

今野 様 － 車の免許も厳しくなってきている。試験されて、医師の意見で決まる。 
（民生委員） 混乱している 
 
 
※ 次回開催  平成 31 年 8 月に実施。日時・場所が決まりましたらご連絡いたします。 
 

         以上  


